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名
誉
教
授
に
浅
蔵
、
前
田
先
生 

 

学
校
法
人
金
沢
学
院
は
四
月

一
日
付
で
、
浅
蔵
五
十
吉
金
沢

学
院
大
学
教
授
、
前
田
俊
枝
金

沢
学
院
短
期
大
学
教
授
に
名
誉

教
授
の
称
号
を
授
与
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
名
誉
教
授
は
大
学

十
六
人
、
短
大
は
十
五
人
に
な

り
ま
し
た
。 

 

身
に
付
け
る
べ
く
学
則
を
守
り

勉
学
や
部
活
動
に
い
そ
し
む
」

と
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
し
ま
し
た
。 

 

石
田
寛
人
学
長
は
式
辞
で

「
充
実
し
た
学
園
生
活
を
送
る

た
め
に
、
良
識
を
踏
ま
え
ル
ー

ル
を
順
守
す
る
こ
と
、
は
っ
き

り
し
た
目
標
を
持
っ
て
、
労
を

惜
し
ま
な
い
こ
と
、
の
二
点
を

要
望
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

飛
田
秀
一
学
校
法
人
金
沢
学

院
理
事
長
は
「
何
事
も
途
中
で

や
め
な
い
、
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
。
そ
の
た
め
に
マ
ン
ネ
リ
を

防
ぎ
、
仲
間
を
見
つ
け
、
我
慢

も
必
要
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

式
後
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
続
い
て
新
入
生
歓
迎
会
が

あ
り
、
各
サ
ー
ク
ル
が
工
夫
を

凝
ら
し
て
活
動
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。 

芸
部
門
で
初
め
て
出
品
し
、
新

入
選
し
ま
し
た
。 

 

現
代
美
術
展
は
四
月
十
八
日

ま
で
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と

石
川
県
立
美
術
館
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
の
本
学
関
係
の
入

選
者
は
次
の
皆
さ
ん
。 

 

村
田
亜
弥
、
吉
田
有
里
、
八

幡
秀
章
、
岡
村
亜
紀
子
（
以
上

洋
画
、
新
入
選
）
尾
蔵
浩
平
、

木
村
夏
海
（
以
上
陶
芸
、
新
入

選
）高
田
英
治
、
羽
場
文
彦（
同
、

再
入
選
） 

入
学
式
で
式
辞
を
述
べ
る
石
田
学
長 

＝
金
沢
学
院
第
一
体
育
館 

平
成
十
九
年
度
金
沢
学
院
大
学
大
学
院
、
金
沢
学
院
大

学
、
金
沢
学
院
短
期
大
学
の
合
同
入
学
式
は
四
月
七
日
、

第
一
体
育
館
で
行
わ
れ
、
大
学
編
入
学
、
大
学
・
短
大
の

各
専
攻
科
を
含
め
た
計
六
百
四
十
七
人
が
新
た
な
決
意
を

胸
に
学
生
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
同 

日
は
金
沢
学
院
東
高
校
の
入
学
式
も
行
わ
れ
、
二 

百
九
十
一
人
が
笑
顔
で
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。 

 

第
六
十
三
回
現
代
美
術
展
に

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部

と
美
術
文
化
専
攻
科
の
学
生
、

同
卒
業
生
・
修
了
生
、
教
員
の

合
わ
せ
て
十
一
人
が
入
選
し
ま

し
た
。 

こ
の
う
ち
、
日
本
画
専
攻
科

生
の
原
千
紗
さ
ん
は
新
入
選
で

佳
作
に
入
賞
、
同
じ
く
陶
芸
専

攻
科
生
の
魚
津
悠
君
は
再
入
選

で
佳
作
に
入
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
学
部
一
年
の
斉
藤
笑

子
さ
ん
は
金
沢
学
院
東
高
校
の

卒
業
制
作
で
あ
る
切
り
絵
を
工 

 
新入生を代表して宣誓する深田君＝東高校体育館

 

大
学
入
学
生
を
代
表
し
て
経

営
情
報
学
部
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
の
山
崎
純
さ
ん
（
金
沢

西
高
校
出
身
）
が
「
新
た
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
夢
に
向
か
っ
て

努
力
し
続
け
、
充
実
し
た
時
に 

 
飛田理事長から名誉教授の称号

を授与される前田教授。左後方

が浅蔵教授＝金沢学院理事長室 

な
る
よ
う
突
き
進
ん
で
い
き
た

い
」
、
短
大
入
学
生
を
代
表
し
て

食
物
栄
養
学
科
の
二
谷
結
花
さ

ん
（
金
沢
学
院
東
高
校
出
身
）

が
「
未
来
を
輝
か
し
い
も
の
に

す
る
た
め
に
『
創
造
』
の
力
を 

６４７
人
決
意
「
夢
に
向
か
っ
て
努
力
」 

３
月
末
に
５
人
が
大
学
卒
業 

 

金
沢
学
院
大
学
は
三
月
三
十

一
日
付
で
、
新
た
に
五
人
（
文

学
部
、美
術
文
化
学
部
各
一
人
、

経
営
情
報
学
部
三
人
）
が
卒
業

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
平
成
十
八

年
度
の
卒
業
生
は
三
百
六
十
三

人
と
な
り
ま
し
た
。 

斉
藤
さ
ん
は
高
校
卒
業
制
作
で 

現
代
美
術
展 

本
学
関
係
11
人
入
選 

学院大・短大入学式 

東高校に 291 人入学 

ら
に
は
、
最
後
ま
で
や
り
通
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

入
学
生
を
代
表
し
て
深
田
祐

匠
君
（
高
尾
台
中
学
出
身
）
が

「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、

将
来
は
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き

る
人
間
に
成
長
し
て
い
き
た

い
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。 

 

 

東
高
校
入
学
式
で
は
、
石
田

毅
士
郎
校
長
が
式
辞
で
「
苦
し

く
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
途
中
で
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
。
努
力
を
続
け
る
こ
と
の
中

か
ら
新
た
な
『
創
造
』
が
生
ま

れ
る
」
と
新
入
生
を
歓
迎
し
、

飛
田
秀
一
理
事
長
は
「
ク
ラ
ブ

活
動
で
も
趣
味
で
も
始
め
た
か 

途
中
で
あ
き
ら
め
な
い
で 

20
日
に
合
同
企
業
面
接
会 

金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
学
内
合
同
企
業
面

接
会
は
四
月
二
十
日
、
金
沢
学

院
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

す
。
九
十
三
社
が
参
加
し
、
大

学
四
年
、
短
大
二
年
の
学
生
が

来
春
の
就
職
を
目
指
し
て
採
用

担
当
者
と
面
談
し
ま
す
。 


